
新型コロナウイルス感染症陽性者が発⽣した場合の対応について（2020.11.30 修正） 

学⽣・教職員等、⼤学構成員に新型コロナウイルス感染症陽性者が発⽣した場合、学内での感染拡⼤防
⽌を最優先とし、下記のとおり対応することとする。 

⼤学構成員が、新型コロナウイルス感染症に陽性あるいは濃厚接触者になった、または濃厚接触者の濃
厚接触者になった場合、⼤学は、２次感染防⽌及び教育研究活動の継続に必要な範囲で構成員に情報を共
有することになる。 

なお、発熱等の体調不良があった者は、保健センターに連絡することとなっている。 

記 

本学構成員が PCR 検査を受診。保健センターにその旨を連絡。 

１．保健センターは、原則として、発症⽇または検査⽇前２⽇間の⾏動履歴（キャンパスへの⼊構など）
及び接触者の情報を聞き取る。 

５．保健センターは「濃厚接触者記⼊シート」から「濃厚接触者の濃厚接触者」を特定する。 

６．上記５で確定した「濃厚接触者の濃厚接触者」に感染可能期間（⾃ら感染⼒があると接触⽇から予
測される⽇）を伝える。その場合、本⼈からの申告により、「陽性者の濃厚接触者」のＰＣＲ検査結果
が判明するまで対⾯式授業は公⽋の扱いとできる。なお、教職員は原則在宅勤務とする。 

２.⼤学は、PCR 受検者の情報を確認し、状況に応じて、PCR 受検者の濃厚接触者に感染可能期間（⾃
ら感染⼒があると接触⽇から予測される⽇）を伝える。

３.PCR 検査を受診した本学構成員は、PCR 検査の結果を保健センターに速やかに連絡する。

【結果が陰性であった場合】関係者間で情報共有。濃厚接触者にも連絡。 

【結果が陽性であった場合】 
４．保健センターは関係部署にその旨連絡し、関係部署は「陽性者の濃厚接触者」と考えられる者に⾄
急連絡を取り、出席停⽌とする（学⽣は対⾯式授業が公⽋となり、教職員は在宅勤務⼜は職専免とな
る）。陽性者の濃厚接触者は「濃厚接触者記⼊シート」に回答する。 
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※１ 消毒作業は陽性者及び濃厚接触者の聞き取りの結果（最終⼊構⽇等）に応じて判断する。
※２ 上記の判断はキャンパスごとに⾏う。
※３ 本対応については、授業、課外活動に限らず、学内において⾏われる諸活動にも適⽤するものとす

る。 
※４ 教育実習等学外の諸活動は、当該受け⼊れ先の機関の指⽰に従うこととする。
※５ 学内構成員は、陽性者や濃厚接触者等の情報を知った場合、⼈権保護の観点からむやみに⼝外しな

いこと。 
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